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（
二
〇
）
　
反
射
望
遠
鏡
の
硝
千
の
鏡
の
裏
面
は
天
界

画
弟
三
號
の
圏
［
の
如
く
挙
面
に
て
官
？
し
き
か
又
銀
の
厚

さ
は
幾
何
程
に
ず
べ
き
か
（
N
）

　
【
答
】
　
硝
子
の
鏡
の
表
面
に
銀
を
置
い
て
そ
れ
が

反
射
面
に
な
る
の
で
善
通
の
姿
見
な
ど
の
鏡
の
如
く

裏
側
に
銀
を
布
く
の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
つ
ま
り
硝

一
十
の
表
罫
が
反
射
面
の
形
の
土
｛
墨
に
な
う
だ
け
で
銀

　
む
　
む

に
表
面
に
っ
け
る
の
で
で
か
ら
裏
側
の
頁
嫁
ど
は
無

關
係
で
す
。

　
次
に
銀
の
厚
き
は
外
國
で
の
測
定
に
■
よ
れ
ば
普
通

一
吋
の
十
万
分
の
」
叉
は
こ
位
の
も
の
で
蓬
か
・
し
て

見
る
ε
青
く
見
レ
2
ま
す
観
度
で
す
、
あ
ま
u
厚
く
も

で
竜
仕
方
あ
り
ま
ぜ
ん
。
（
K
K
）

　
　
　
　
同
好
會
報

⑳
横
濱
の
宣
傳
蓮
動
．
去
る
三
月
末
か
ら
・
山

本
斡
事
は
公
胴
を
帯
び
て
東
上
て
た
至
適
利
用
し
、

豫
め
計
書
し
て
横
溜
騨
に
晶
開
拓
蓮
動
を
試
み
た
。
旧
び

・
横
取
に
は
熱
心
な
る
大
庭
家
の
野
々
が
あ
る
。
會
場

（
公
園
前
の
青
年
會
舘
）
の
交
渉
や
街
頭
の
立
札
や
、

直
総
て
の
準
備
陣
は
定
目
ま
で
に
嘘
退
漏
…
な
く
行
に
れ
、
殊

に
大
庭
夫
人
等
の
思
ひ
つ
き
で
聴
衆
一
岡
に
配
布

・（

ｳ
代
）
さ
る
べ
、
ぎ
並
八
圃
測
ε
↓
A
陽
．
系
圃
測
の
ノ
一
円
寛
蟹
旧
因
」
b
各

々
回
数
百
枚
用
立
忌
さ
れ
冒
、
い
よ
く
の
開
合
月
ロ
H
が
待
六

れ
て
あ
っ
れ
、

　
口
は
四
月
二
一
1
、
其
の
日
午
後
七
時
か
ら
講
演
を

關
…
く
べ
嚢
筈
で
あ
っ
れ
の
に
、
其
の
六
時
牛
か
ら
盤

質
浦
然
ε
じ
て
降
っ
た
の
で
圭
催
側
α
大
に
驚
い
r

が
、
さ
て
開
興
し
て
見
れ
．
ば
雨
は
何
の
障
害
に
も
な

っ
て
み
な
か
っ
占
ト
。
，
粟
野
氏
の
司
會
及
び
挨
拶
で
、

山
本
幹
築
は
「
天
三
密
ご
八
生
」
ご
題
乙
て
、
二
時
間

の
講
演
を
や
つ
れ
が
、
壌
騨
に
盗
ろ
」
百
五
十
名
の
壁

画
者
に
一
挙
繁
遷
し
て
瞠
れ
を
聞
い
た
。

か
や
う
に
し
て
横
構
市
に
我
が
南
砂
同
好
會
の
種

蒔
き
に
大
成
功
で
あ
っ
れ
。
目
下
同
地
か
も
並
々
新

入
會
者
が
増
・
し
て
ね
ろ
。

㊧
出
張
講
演
　
由
本
幹
事
の
出
張
講
演
は
相
攣

ら
す
多
山
力
面
で
あ
る
。
最
近
左
の
四
回
、
但
し
此
等

の
中
に
は
必
ず
し
も
同
好
會
の
名
を
以
っ
て
行
つ
れ

の
で
な
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ご
、
間
接
に
普
及
三
一

の
効
を
舞
げ
つ
㌧
む
ろ
は
勿
論
で
あ
ろ
σ

　
一
二
口
月
十
山
ハ
n
口
山
泉
都
山
型
青
な
†
會
舘
に
「
イ
、
「
天
山
久
講
話
」

（
幻
燈
使
用
）

　
三
月
十
七
日
　
京
都
市
本
能
小
昼
校
F
て
「
天
盤

鵜…

@
の
餓
ハ
味
」
（
幻
燈
使
用
）

　
三
月
廿
六
日
午
後
　
日
本
銀
行
京
都
支
店
に
く
「

天
丈
畢
の
本
質
」

　
全
　
　
　
日
夜
　
京
都
市
富
有
小
學
校
に
て
「
天

丈
の
話
〕
（
幻
燈
使
用
）

　
冶
の
外
．
三
目
二
十
日
に
α
更
地
の
會
負
の
招
き

に
よ
り
出
本
幹
事
は
兵
庫
縣
明
石
市
女
子
師
範
學
校

に
行
き
、
「
宇
宙
の
大
ぎ
さ
」
に
つ
い
て
同
地
第
一
面

の
講
話
會
を
閉
い
れ
。

働
大
阪
の
活
動
既
報
の
興
り
・
い
よ
く
大

阪
市
民
博
物
騒
で
に
華
言
最
初
の
天
丈
展
覧
會
が
開

か
れ
れ
。
是
れ
よ
唱
さ
き
、
圃
展
覧
曾
の
計
雷
【
、
出

品
、
畑
設
計
等
一
切
の
用
務
矩
帯
び
て
、
三
月
中
旬
よ

り
四
月
へ
か
け
て
、
山
本
幹
事
は
十
敷
回
京
坂
間
を

往
復
ぜ
ら
れ
、
倍
ら
大
阪
講
習
會
な
開
い
て
唱
展
覧

會
の
れ
め
の
研
究
的
準
備
な
同
地
の
會
員
諸
氏
に
施

さ
れ
六
〇
此
の
講
習
會
は
年
度
山
木
に
際
（
曾
・
し
れ
れ
め

馨
加
者
の
数
は
多
く
な
か
つ
亡
け
れ
ご
、
會
員
一
同

の
熱
心
に
よ
っ
て
寛
ハ
の
日
的
は
充
分
に
報
ゐ
ら
れ

れ
。
展
覧
愈
四
に
つ
い
て
は
別
の
記
事
た
見
て
貰
ひ
れ
い
。

愚
水
野
幹
事
入
洛
、
岡
山
の
水
野
幹
事
は
令
嬢

千
枝
子
氏
ミ
共
に
學
年
末
休
暇
を
利
用
・
し
て
聾
三
月

二
十
七
日
入
洛
、
岡
三
十
日
ま
で
溝
在
せ
ら
れ
た
。

其
の
間
公
用
私
川
の
た
め
諸
方
に
調
査
や
遊
覧
を
也

ら
れ
六
時
問
も
あ
ろ
が
、
可
な
り
な
部
分
を
大
學
の

天
文
皇
で
費
さ
れ
、
特
に
二
十
九
日
の
夜
は
珍
ら
し

い
晴
夜
で
あ
っ
た
の
を
幸
ひ
、
徹
脊
し
て
天
農
な
槻

測
さ
れ
六
。
三
十
日
に
は
山
本
理
學
士
ε
共
に
大
阪

天
王
寺
の
市
民
博
物
舘
葎
訪
ひ
、
天
寵
展
覧
會
の
準

備
罪
証
を
幌
察
さ
れ
た
Q

働
支
部
新
設
　
　
今
般
本
工
明
眉
女
子
師
範
學
校

支
部
を
凱
八
け
㌃
小
泉
郁
氏
を
同
支
部
幹
事
に
囑
妊
し

れ
。⑧
大
阪
支
部
幹
事
今
般
吉
岡
耕
美
、
前
田
徳

次
郎
、
吉
田
舘
三
氏
な
大
阪
支
部
幹
事
に
囑
托
。

㊥
訂
正
　
前
々
號
九
六
頁
無
設
中
京
支
部
幹
事
青

池
龍
二
郎
氏
に
青
池
喜
代
子
氏
の
誤
り
。


